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Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、観
光
庁
に
提
言
書
を
提
出

訪
日
市
場
の
拡
大
と
質
向
上
を
目
指
す

　
J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
の
丸
尾
和

明
委
員
長
は
3
月
23
日
、観
光
庁
の
瓦
林
康
人

審
議
官
に「『
観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン・プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
7
』に
向
け
た
提
言
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。J
A
T
A
で
は
、訪
日
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
と
訪
日
旅
行
の
質
向
上
に
向
け

て
、⑴
市
場
の
成
熟
化（
目
的
志
向・体
験
志
向
）

に
応
じ
た
提
供
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
、⑵
強
化
す

べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

の
推
進
、⑶
安
心・安
全・信
頼
と
品
質
向
上
の

更
な
る
進
化
、⑷
2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー
W
杯

と
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マッ
プ
の
明
確
化
、の
4

点
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
協
力

　

提
言
書
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
進
化・深
化
が
加
速

度
的
に
進
展
し
て
お
り
、日
本
の
よ
う
な
成
長
期

に
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション
に
は
マ
ー
ケッ
ト
の
変

化
を
鋭
敏
に
捉
え
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
と
指
摘
。リ
ピ
ー
タ
ー
や
F
I
T
の
増
加

に
よ
り
さ
ら
に
変
化
が
進
む
と
み
ら
れ
る
た
め
、

⑴
リ
ピ
ー
タ
ー
や
ハ
イ
エン
ド
層（
準
富
裕
層
）を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ジ
ャ
パ
ンコン
テ
ンツ
の
拡
充
、

⑵
欧
米
豪
や
ア
ジ
ア
市
場
等
の
今
後
の
状
況
を

踏
ま
え
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
高
度
化
、⑶
ラ
ン
ド

オ
ペレ
ー
タ
ー
登
録
制
度
や
緊
急
時
対
応
な
ど
安

心・安
全
と
信
頼
性
に
関
わ
る
品
質
の
向
上
、⑷

I
T
や
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
受
け
皿
と
な
る
法
的・制
度
面
で
の
整
備

を
、現
状
で
の
課
題
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、中
長
期
的
な
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、⑴
市
場
の
成

熟
化
と
多
様
化
への
対
応
、⑵
イ
ン
フ
ラ
整
備
拡

充
と
需
要
分
散
化
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
施
策
の

継
続
的
推
進
、⑶
訪
日
プ
ロ
モ
ー
ション
に
お
け
る

ビッグ
イ
ベン
ト
の
誘
致
と
徹
底
活
用
、の
必
要
性

を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
の
丸
尾
委
員
長
、座
間
久
徳
副
委

員
長
、同
委
員
会
提
言
書
部
会
の
吉
村
久
夫
座

長
ら
か
ら
提
言
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つい
て

説
明
を
受
け
た
瓦
林
審
議
官
は
、提
供
コン
テ
ン

ツ
の
拡
充
な
ど
で
内
外
の
具
体
的
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
今
回
の
提
言
書
につい
て「
成

功
事
例
な
ど
も
入
れ
込
ん
で
い
た
だ
き
、あ
り
が

た
い
」と
応
じ
る一方
、2
0
1
9
年
と
2
0
2
0

年
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マッ
プ
に
つい
て
は
、英
国
が

2
0
1
2
年
の
ロン
ド
ン
五
輪
開
催
時
に
実
施
し

た〝
グ
レ
ー
ト
キ
ャンペ
ー
ン
〞に
匹
敵
す
る
規
模
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」を
現
在
、計
画
し
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
瓦
林
審
議
官
に
よ
る
と
、こ
の
キ
ャンペ
ー
ン
は
、

米
国・カ
ナ
ダ・英
国・フ
ラ
ン
ス・ド
イ
ツ・オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
日
本
フ
ァン
以
外
の
旅
行
者
を
主
た
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、「
趣
味
」「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
レ

ジ
ャ
ー
」を
コン
セ
プ
ト
と
し
て
今
年
10
月
の
発
表

を
目
指
し
、対
象
国
の「
日
本
を
意
識
し
て
い
な

い
」人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビュー
を
実
施
。キ
ャ
ンペ
ー

ン
で
は
、日
本
を
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
と
し
て
欧

州
に
お
け
る
タ
イ
と
同
等
レ
ベル
の
存
在
感
に
ま

で
高
め
る
方
針
と
いい
ま
す
。同
審
議
官
は
、今
回

の
提
言
書
に
お
け
る『
ジ
ャ
パ
ンコン
テ
ンツ
』の
方

向
性
が
キ
ャ
ンペ
ー
ン
と
重
な
る
と
い
う
認
識
を

示
し
、「
J
A
T
A
に
も
是
非
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」と
語って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、瓦
林
審
議
官
は
、提
言
書
に
盛
り
込

ま
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ツ
ー
リ
ス
ト
ポ

リ
ス
に
つい
て
も「
新
し
い
考
え
方
で
あ
り
、今
後

検
討
し
た
い
」考
え
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

訪
日
市
場
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
リ
ー
ド

　

J
A
T
A
は
提
言
書
で
、訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
動
き
につい
て
、ビ
ザ
緩
和
な
ど
を
背
景
と
し

た
需
要
の
急
成
長
期
か
ら
持
続
的
な
成
長
フェー

ズへ
転
換
し
つつ
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
と
同
時

に
、訪
日
旅
行
者
に
占
め
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
割
合

が
全
体
の
約
60
％
に
当
た
る
1
4
0
0
万
人
に

達
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
の
訪
日
イ
ンバ

ウ
ン
ド
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
さ
ら
に
リ
ー
ド
す
る
市

場
と
な
り
、訪
日
旅
行
者
の
期
待
が
多
様
化
す
る

と
と
も
に
、そ
の
レベル
も
上
がって
い
く
こ
と
に
な

る
と
指
摘
。

　
こ
う
し
た
訪
日
旅
行
市
場
の
変
化
は
、「
モ
ノ
」

消
費
か
ら「
コ
ト
」消
費
へ
と
い
う
関
心
の
シ
フ
ト

を
既
に
引
き
起
こ
し
て
お
り
、政
策
面
に
お
い
て

も
旅
行
者
数
な
ど
の「
量
」的
側
面
だ
け
で
な

く
、消
費
額
や
滞
在
期
間
な
ど「
質
」的
側
面
の

重
視
に
立
っ
た
施
策
を
求
め
る
も
の
と
な
って
き

て
い
ま
す
。既
に
、こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま
え
て
、

観
光
庁
は
い
ち
は
や
く
広
域
観
光
ル
ー
ト
形
成

促
進
事
業
や
観
光
圏
の
整
備
を
通
じ
た「
魅
力

あ
る
観
光
地
域
」づ
く
り
、さ
ら
に
は
、日
本
版

D
M
O
の
形
成・確
立
に
向
け
た
事
業
な
ど
を
進

め
て
き
て
お
り
、環
境
省
に
よ
る「
国
立
公
園
満

喫
プ
ロ
ジェク
ト
」の
推
進
や
文
化
庁
に
よ
る「
日

本
遺
産
」の
認
定
な
ど
、訪
日
旅
行
者
が
求
め
る

価
値
の「
多
様
化
」や「
コ
ト
」消
費
への
シ
フ
ト
に

呼
応
し
た
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

提
言
書
は
、次
の
フェー
ズへ
と
変
化
し
始
め
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
据
え
つつ
、「
明
日
の
日
本
を
支

え
る
観
光
ビ
ジ
ョン
」で
示
さ
れ
た「
観
光
先
進

国
」への
道
筋
を
切
り
開
い
て
い
く
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
。

観光庁の瓦林審議官（左）と JATA訪日旅行推進委員会の座間副委員長（中
央）、同委員会提言書部会の吉村座長（右）



田
川
会
長
と
タ
レ
ブ
事
務
局
長
が
ト
ッ
プ
会
談

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
の
包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
発
展
を
確
認

本部支部活動報告

２
０
１
７
年
は〝
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
〞

「
社
会
の
枠
組
み
づ
く
り
」に
観
光
で
貢
献

　
２
０
１
７
年
は〝
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
〞

で
す
。

　
２
０
１
５
年
９
月
に
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

た
第
70
回
国
連
総
会
で
は
、
２
０
１
７
年
を〝
持

続
可
能
な
観
光
国
際
年
〞と
制
定
。
１
９
４
５
年

の
国
連
設
立
以
来
、
観
光
に
関
す
る
国
際
年
は
、

こ
れ
が
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
国
連
総
会
で
全
加
盟
国
が
共
有
し
た
「
持
続

可
能
な
開
発
課
題
の
解
決
」
や
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」
の
２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
地
球
に
住
む
人
々
が一緒
に
観
光

に
関
わ
る
政
策
や
商
慣
習
、
旅
行
者
・
消
費
者

の
行
動
を
、
持
続
可
能
な
新
し
い
観
光
モ
デ
ル
と

考
え
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
た
め
取
り
組
み
を
始
め

ま
す
。

　「
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
」は
、⑴
包
括
的
・

持
続
的
な
経
済
発
展
、⑵
社
会
的
な
関
わ
り
、

雇
用
拡
大
や
貧
困
の
撲
滅
、⑶
資
源
の
有
効
活

用
、
環
境
保
護
や
気
候
変
動
、⑷
文
化
的
価
値
、

多
様
性
、
遺
産
、⑸
相
互
理
解
、
平
和
、
安
全
、

と
い
う
５
つ
の
分
野
に
重
点
を
置
い
て
、
観
光
の

役
割
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

3
月
7
日　
幹
事
会
。

3
月
9
日　
総
務
委
員
会
。

3
月
15
日　
幹
事
会
。

4
月
10
日　
幹
事
会
。

3
月
9
日　
L
a
d
y 

J
A
T
A
委
員
会
。

3
月
17
日　
幹
事
会
。

4
月
6
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

4
月
7
日　
総
務
委
員
会
。

3
月
8
日　
中
部
支
部
賛
助
会
員
連
絡
会
議
。

3
月
15
日　

あ
い
ち
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
。

3
月
16
日　
南
極
セ
ミ
ナ
ー
。

3
月
18
日
〜
19
日　

旅
ま
つ
り
名
古
屋

2
0
1
7
。

3
月
27
日　
名
古
屋
税
関
モ
ニ
タ
ー
会
議
。

3
月
3
日　
総
務
委
員
会
。

3
月
8
日　
幹
事
会
。

3
月
14
日　
国
内
旅
行
委
員
会
。

3
月
16
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

3
月
10
日　

「
J
A
T
A
中
四
国
支
部 

海
外

旅
行
復
活
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
企
画

『
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
地
と
世
界
遺
産
を
巡

る
韓
国
の
旅 

５
日
間
』
販
売
開
始
」
リ
リ
ー

ス
配
信
。

3
月
3
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
。

3
月
14
日　
南
極
セ
ミ
ナ
ー
。

3
月
15
日　
国
内
旅
行
委
員
会
。

3
月
17
日　
宮
崎
県
地
区
委
員
会
・
貸
切
バ
ス

適
正
取
引
推
進
講
習
会
。

3
月
21
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

3
月
22
日　
実
務
委
員
会
。

3
月
26
日
〜
28
日　
九
州
支
部
役
員
会
・
海
外

旅
行
委
員
会
グ
ア
ム
視
察
研
修
旅
行
。

3
月
22
日　
支
部
幹
事
会
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
の
タ

レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
は
3
月
15
日
、

U
N
W
T
O
と
「
包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
て
い
る

J
A
T
A
を
訪
れ
、
田
川
博
己
会
長
と
ト
ッ
プ

会
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
は
、
「
さ
ら
な
る
観
光

の
発
展
、
特
に
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
開
発

や
人
材
育
成
、
安
全
安
心
の
旅
な
ど
の
分
野

で
、
日
本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
舞
台
に

お
い
て
も
J
A
T
A
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期

待
し
て
い
る
」
と
語
り
、
J
A
T
A
が
果
た
す

べ
き
役
割
の
重
要
性
に
言
及
。
田
川
会
長
は
、

「
こ
こ
数
年
、
諸
外
国
と
の
交
流
活
動
の
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
各
国
と
相
互
理
解

を
深
め
、
共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
て
緊
密
な

連
携
を
実
現
す
る
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
の

発
展
に
必
要
だ
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
J
A
T
A
と
U
N
W
T
O
は
、
今
回
の
田
川

会
長
と
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
会

談
を
通
じ
て
、
両
者
に
よ
る
包
括
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
観
光
促
進

活
動
の
実
践
を
通
じ
て
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
の
役

割
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
は
3
月
13
日
、
外
務
省

大
臣
級
招
聘
事
業
の
一
環
と
し
て
来
日
し
、
15

日
午
前
に
安
倍
晋
三
首
相
を
表
敬
訪
問
。
午
後

に
は
東
京
・
青
山
の
国
連
大
学
で
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
政
府
機
関
や
観
光
産
業
、
大
学

の
関
係
者
な
ど
約
3
6
0
人
が
集
ま
っ
た
講
演

で
、
リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
は
2
0
1
7
年
が
国

連
の
「
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
」
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
に
向

け
た
世
界
的
な
共
通
の
課
題
と
し
て
、
⑴
安
全

安
心
の
旅
の
実
現
、
⑵
技
術
の
活
用
、
⑶
持
続

例
の
実
現
、
と
い
う
3
つ
を
指
摘
。
課
題
解
決

に
向
け
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
早
急
に
求

め
ら
れ
る
、
と
訴
え
ま
し
た
。

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

JATAを訪れたリファイ事務局長（左から 5人目）と田川会長（左から 3人目）を囲む関係者ら

中
部
支
部


